
結果報告

2017年度

IPv6対応状況に関するアンケート調査ショーケース in 広島
特集3Special Article2Special Article特集

Special Article開催報告

2018年5月31日(木)・6月1日(金)の2日間、
「Internet Week ショーケース in 広島」を広島大学の東千田キャンパスにて
開催しました。

2017年度 IPv6対応状況に関するアンケート調査結果報告
https://blog.nic.ad.jp/blog/2017-ipv6_survey2/

JPNICでは、2014年度から毎年IPv6の対応状況について、JPNIC会員をはじめ、
IPアドレス管理指定事業者（以下、IP指定事業者）とプロバイダ非依存（PI）アドレス割り当て先組織等に対してアンケート調査を実施しています。

2017年度も2018年2月23日より約1ヶ月間アンケートの回答募集を行いましたので、結果を報告いたします。
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今回は総回答数181となりました。過去からの推移を見ると IP指定事業者の回答が
徐々に増加してきており、IP指定事業者以外との割合が拮抗しつつあります。

回答者プロフィール

グラフ4
IP指定事業者におけるIPv6対応状況を、年度ごとの推移とIP指定事
業者が提供しているサービス種別で比較しました。

経年で IPv6対応が順調に進んでいるというわけではありませんが、「対応
予定なし」と回答する割合が徐々に減ってきており、IPv6対応の必要性に
ついて、理解が進んできていると言えるのではないでしょうか。 グラフ1
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2017年度は大手携帯電話会社がスマートフォンのデフォルト IPv6対応を
行ったり、フレッツ光ネクストの IPv6契約者割合が50%に迫ってきたりする
など、日本の IPv6対応においても大きな進展がありました。また、IPoE接続を
提供するVNE事業者が増えるなど、状況も変化してきています。

JPNICでは、今後も継続的なアンケート調査による IPv6対応状況に関する定点
観測を通じて、日本におけるIPv6対応の進展を見届けていきたいと思います。

JPNICブログでは本稿にはないデータも掲載しておりますので、併せてご参照ください。

今回のアンケートでは初めて IPv4アドレス移転の経験についても聞いてみました。

国内外問わず移転をしたことがある、あるいは移転を受けたことがある、
という組織は回答者の20%を占める結果となりました。

また、移転経験がある組織が IPv6対応状況についてどのように回答していた
かを確認してみると、51％の組織が IPv6対応の全部または一部完了している
と答えています。さらに46％の組織が対応作業中あるいは計画中としており、
IPv4アドレス移転を行う組織の多くが、必ずしも IPv4延命だけを目的として
移転を行っているわけでは無さそうだということが分かりました。グラフ5

IPv4アドレス移転経験

PIアドレス割り当て先組織等、IP指定事業者以外の組織における
IPv6利用状況についても「利用予定なし」という回答は年々減少してい
るように見えますが、一方で｢利用している｣という割合は大きく変化し
ている状況には見えません。グラフ3

IP指定事業者について、サービス種別で比較してみると、サンプル数
の多いCATV事業者の対応が、あまり進んでいない状況が見て取れる
ため、何らかの働きかけを検討していく必要があると考えます。グラフ2
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IP指定事業者以外の IPv6利用状況グラフ3
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2017年度サービス種別ごとの IPv6対応状況グラフ2
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IP指定事業者の IPv6対応状況グラフ1
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写真で見るIWショーケース in 広島

https://blog.nic.ad.jp/blog/hiroshima-photos/

Internet Weekショーケースの開催は2回目です。ショーケースの名
の通り、毎年秋に開催している「Internet Week (IW)」の中から、選り
すぐりのセッションだけを取りそろえて東京ではない地域で無料に
て提供するものです。知っておくべき最新技術情報と交流の場の提
供を目的としています。今回、両日ともに約120名の方にご参加いた
だき、全国に向けたストリーミングも、コンスタントに50くらいの視
聴者数 (最大60強の視聴者数 )を保っていました。写真は JPNICブ
ログにも掲載しています。

アンケートの結果では、広島県からの参加者が約42％、残りがそれ
以外からで、現地参加者の回答割合が79％、ライブストリーミング参
加者の回答割合が21％でした。また、通常の IWではネットワーク運
用者の参加が多いのに比べ、今回のショーケースではもっとさまざま
な職種にばらけている形でした。ストリーミングなどを通じ、通常の
IWには参加していない方にもご参加いただけたことがわかります。
有効度を聞いた設問でも、「大変役に立った」が70％、「まあまあ役に
立った」が29％、合計99％の高評価でうち66％の方に「IW2018 も
参加してみたい」と回答いただけました。

東千田キャンパスは原爆
の 爆 心 地 か ら 半 径 約
1.5km以内に入る場所に
あります。隣に東千田公園
があり、その一角には、旧
広島文理科大学の建物が
被爆建物として残っていま
す。公園入り口では数々の
フェニックスの木が皆を出
迎えてくれますが、「広島

は、70年間草木が生えないと言われたこともあったが、今はこのよう
に緑一杯になった。広島大学の校章（上部参照）は、このフェニックス
の葉を形取っている。死んでもよみがえる不死鳥、これが広島、そして
広島大学のマインドである」、そんなお話を、共催の広島大学副学長
の相原玲二先生からうかがって、広島の歴史も感じながらインター
ネットの話や今後についても話ができたことが、今までにない体験と
して心に残りました。共催の広島大学をはじめ、参加者の皆さま、講師
の皆さま、協賛・後援の皆さま、本当にありがとうございました。

Internet Week 2018は、11月27日 (火 )～11月30日 (金 )に、今年も
東京・浅草橋で開催します。本家 Internet Weekもどうぞよろしく
お願いいたします。

（インターネット推進部 根津智子）

◀プログラム▶
（https://www.nic.ad.jp/sc-hiroshima/program.html）

※全資料公開中です。また肩書きは開催当時のものです

1.企業ネットワークへの IPv6導入指南
・『オープニングセッション：広島地域と IPv6』 
広島大学教授/広島地域 IPv6推進委員
会委員長  西村浩二氏
・『世界で進む IPv4の品質劣化と IPv6の
導入、ところで企業の IPv6対応は?』 

 日本インターネットエクスチェンジ株式
会社  中川あきら氏

2.90分で分かるサーバ証明書の最新動向
　～いまTLSとトラストが熱いんです～
・『運用の観点から見たTLSプロトコルの動き』 
ヤフー株式会社  大津繁樹氏
・『今理解しておくべきトラスト ～Web 

PKIのサーバ証明書事情～』 
 セコム株式会社  島岡政基氏
・『パネルディスカッション ～今後、どう
なっていくのか～』 

 JPNIC  木村泰司/大津繁樹氏/島岡政基氏

3.基調パネルディスカッション『広島と
　インターネット、そしてこれから』
モデレーター　 日本電信電話株式会社  
　　　　　　　　長谷部克幸氏
パネリスト 　　 広島大学 教授
　　　　　　　  相原玲二氏
                  　　　慶應義塾大学 教授
  　　　　　　　加藤朗氏
                 　  　広島市立大学 教授
  　　　　　　 前田香織氏
                  　　慶應義塾大学 教授
  　　　　　　  村井純氏

4.懇親会

▶ Day 1（2018年5月31日（木））

1.サイバー攻撃に耐える組織と運用
・『サイバー攻撃最前線 -広島版-』 

 Secure Works Japan株式会社  中津留勇氏
・『45分で分かる！今求められるSOC、

CSIRTの姿とは 』 
 ISOG-J/NTTテクノクロス株式会社  
武井滋紀氏

 ISOG-J/NECソリューションイノベータ
株式会社  早川敦史氏

2.向き合おう、DNSとサーバー証明書
　～DNSとサーバー証明書の最近の関係
　を踏まえ、DNS運用者がすべきこと～
・株式会社日本レジストリサービス  森下泰宏氏

3.押さえておきたい !基盤技術
・『Wi-Fiの混雑に向き合う基本的知識と
オフィスWi-Fi提供時の課題』 
　DMM.comラボ/CONBU  熊谷暁氏
・『DNSの基本と最新動向』 
　株式会社インターネットイニシアティブ  
其田学氏
・『インターネットルーティングセキュリティ
最新動向』

  JPNIC  岡田雅之
・『トラフィックエンジニアリング 地域 ISP編』  
ミテネインターネット株式会社  熊本豊氏
　ソフトバンク株式会社  平井則輔氏

4.インシデント対応ハンズオン for ショーケース
・一般社団法人JPCERTコーディネー
ションセンター  竹田春樹氏
・SecureWorks Japan 株式会社  中津留勇氏

▶ Day 2（2018年6月1日（金））
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